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種の交代 は考へられず して、此極盛相が更新の状況によつて或は一時的に樹種の混濡

と林型、蓄積等に変化 を生ずることあ りと錐 も、極盛相の斯 る変化 は林相推移に於け

る場合 と自ら異るは、立地要素特 に土地状態の変化 ありや否やにある。換言すれぱ極

盛相の本質上 、其構成樹種は氣候的、生物學的に其地方固有の樹種 を以て構成要素は

限 られ、唯立地的には其地 域内にて極盛相 の構成状態 に或範囲 が認め らるる もので

ある。

然 して將來原生林 を施業林 として誘導せ られたる後、エ ゾマツ、 トドマツの天然 更

新 による施業 に於ては雨樹種の樹性、特に耐陰度(光 線要求度)と 生理的樹齢 の相違

に基いて、構成樹種エゾマツ と トド3ツ の交代あることは豫想せ らるる庭である。

第 四 章 原 生 林 の 施 業 法

第 一・節 原生林施業の根本観 念

原生林 の存在は人跡未踏の邊地 にある、大面積 に亘る、何等人爲の加えられぬ天然

資源 として存在することに特色があつて、其利用開獲は他の天然資源の生産業 と同様

に、経営 の初期には利用目的に在 り、漸次資源の減少 と共 に根本的諸問題の考究 を生

ずる ものが多い。原生林 の施業に就て も同様の経路を辿る6'の であつて、施業上の浪

本観念 に も此変遷 を見られ、施業法の上にも粗放 、集約の程度 を窺はれ、原生林 の施

業法 を考究する上に注 目すべ きで ある。 而 して從來の原生林施業 の状態 には次 の如
、

き過程が考へ られる。

1)初 期利用時代

原生林 の施業、特に其伐採利用は他の生産業 と同様に、利潤の最多 を目的 とする

ために最 も有利木の伐探を行 つた。此時代 の伐探利用は其擇伐 と皆伐 とを問はず、

伐探 の限度は経費と市傾 の釣合ふ點 であつて一般に大脛木、良木のみの伐探が行は

れ、原生林の利用は此原則 に よつて、経営 の可能 な地域の原生林 のみが漸 く開登

の緒 に就いた時代である。

施業法 として も早期の擇伐 法(抜 伐 り)で あつて、良木皆伐法の如 きも其範囲 に



属 し、直径制限法 も一法 として考へ られ、主 として簡易の準則 による利用伐探 を目

的 とした ものである。

2)企 劃経営 時代

親近森林施業の進展 と共に、原生 林 も施業林 と同様に森林企 業資本の観念に於

て、當然利潤に相當すべ き生長量の伐探 を企圖せ らるるに到つた。

此伐探量(生 長量)算 定 は人工施業林の準則を適用 し、或は皆伐法の輪伐期 、整

理期 を用 ひ、又は擇伐 法によつて其蓄積に封ずる生長量 を算定 して伐探量を決定せ

られたが、原生林が一般 に老齢過熟林分の多 き爲 、速かに伐採利用を要する伐探適

木の多数存在は過伐の傾 向に階 り、終 に原生林の本質 を傷 ひて、所謂掠奪作業の結

果 を招來 し・又實際施業 に際 して豫督 し得 ざる大面積 の風倒木 、及虫害 による枯損

量 を生 じて、原生林を施業林 として誘導することを困難 ならしめつ ゝある。

一般に施業林に於ける施業の目的妹、伐探 と更新 との平衡 、伐探即 ち更新を理想

となすが、原生林の本質 が果 して更新 と伐探 との合致する施業に適するやぐ幾多の

検 討を要する ものを生 じ、原生林 は合 目的的なる、合 自然的なる施業林 に誘導、又

は変形 し得 るかの問題を生ずるに到つた。 近時の原生林施業は此状態にあ ると謂

ひ得る ものである。

施業法は前更作業に よる傘伐法、擇伐作業に よるものを主 ≧するが、施業林 に於

ける此等の準則 が原生林の施業 に適せざる事例を屡 々生 ずるに到つた。

以上の如 く原生林 の施業は豊富なる天然資源の利用時代は格別であるが、原生林の合

理的施業(原 生林 を施業林へゐ誘導)に 就ては

!)天 然資源 の利用!!)原 生林 の本質 と其自然法則

とを施業 の根本観念 となすべ きことを必要 とするものであ る。 而 して天然資源の利

用 に就ては、必ず経濟企業 としての立揚を無視 し得ず、原生林の本質 と其自然法則に

基 く合 自然的の施業 とば、屡 々之 と相拝格する庭 を生 じ、原生林施業の困難なる課題

となつた∩

第 二 節 原生林の施業と作業種

原生林の施業 に於て如何なる作業種 を採用すべ きかは、原生林の本質 と關連 して考



察すべ きもので あつて最 も重要 なる事項である。

而 して從來探 用されたる作業種 に就ては種 々の様式 と意見 とを生 じたるも、其主要

なる擇伐 作業 、皆伐的作業、傘伐作業に就て其實行情況を述ぶれば、

イ)擇伐 作業

原生林の林型及年齢 の關係上、擇伐林 と同様 なる構成 として取扱 をなす ものである。

老齢大裡木 の伐採に よ勢中小脛木の生 長を期待する、原生林 の擇伐 作業には次の考

慮すべ き諸點 がある。

1)原 生林には多数の不良木 が存立するために少量の擇伐 的伐探 をなす場合 は、殆

ど大部分不良木の伐探 をなす こととなり、

從つて原生林の擇伐 作業は不良木擇伐 の結果 となる。

2)原 生林は其生長状況に特異なるものがあつて、直径の大 さを以て年齢を決定せ

られざるため、伐探残存木必ず しも幼壮齢 樹で なく、夫等から所期の生長量を期

待 し得 ぬこと。

3)原 生林 の生長量には消長あ り、特に其更新が全伐的の場合には一定の生長量 を

示 さず、之を適確 に査定することも困難で ある。-

4)作 業費の増加するこ と

等の敏點 ある と共 に擇伐 後の林木は

1)擇伐 残存木 は急激 な疎開 に よつて枯損する もの多 く、虫害を発生 することも

多 く、

2)擇伐 残存後の林木 は風害に対する 抵抗力少 く.擇伐 直後の数年間に多数の風倒

木 を生ずるこご。

3)擇伐 残存木の生長量少 きこと。

即 ち擇伐 實施の爲被害木 の多数 を発生 し、擇伐回蹄後の林分に豫定の蓄積 を保有せ

ざることこなる。斯の如 く擇伐残存木 が枯損消失するのは、原生林が施業せ られた繹

伐林の如 く、単木 として生存の諸條件に対する 抵抗力を有せぬためである。

過渡的の擇伐 法 として所謂不良木を度外視 して、良木のみを擇伐 すべ しとの考案あ

る も、原生林 には前述の如 く全蓄積の20-30%の 不良木 を存するため、此多量の残



存不 良木 は當然枯損することとなる。

又原生林 に於ける一定直径 階、或は一定齢階木の多数 なることは不良木の多数存在

と共に、擇伐作業 として施業上の支障多 きものである。

口)皆 伐的作業

原生林 に対し て老齢林木 を一 回の伐探 によつて除去する 如 き嚴正の意義の皆伐 作

業は、原生林木が殆 ど過老木に して且小径林木或 は前生樹 も相當高齢の ものなれば、

此等全部の伐探は殆 どデ可能で あるが、鼓には上木 となる主要林木 に就て行ふ皆伐を

蚊に皆伐的作業 と稻する。A

一般 に原生林の一齊的更新 と一齊林型の構成 とは、簡明な皆伐的 作業の主張 を生

じた。而 して皆伐 は多 く主 要林木の利用せ らる る一定直径以上 の全部 を伐探す るも

ので、此場合は

1)過 老なる原生林を速かに一巡整理伐探をなし得 ざるこ ご

2)後 纏林分の成立まで保続 困難 なるこ と

3)原 生林の高齢級多 き一齊老齢林には齢級配置關係が適當でないこと

の敏點 を生 じ、且伐探跡地 には

1)林 地の乾燥 を起 し、皆伐面上の残存木 の枯死する もの多 きこと

'2)大 型
、陽性植物の侵入、土地 の荒蕪化を生 ずること

3)皆 伐面の林縁 に於て も虫害其他の枯損木 を生ずること

の不良なる影響 を併獲するものである。唯本作業法では

1)施 業簡明、作業費少 きこと 、 、

2)大 面積 に亘 らぬ場合は原生林内に充分の光線を射入せ しめ、堆積す る粗腐植

質の風化 を促す土地改良の効 果を生ずること の利益 がある。'

ハ)傘 伐作業

老齢 一齊型の原生林 には前生樹群の生ずる もの多 く、二段林型或は前更作業に よる

林型に類似する場合 あるために、傘伐 作業 の適 用を唱へ らるる場合がある。 此場合

には

1)伐 探木の選定に於て擇伐 作業 ご同様 に過剰 な不良木の取扱 に困難 あること



2)伐 採後の林分に風倒木 を生ずること

3)虫 害其他の枯損木 を生ずること

即 ち擢伐作業 と同様、伐採跡地に被害木 を生ずること多 き不利がある。唯 、前生樹

併に更新稚苗の保護に対し ては多少有利の條件が存する。

原生林 に適用せ らるる作業種は上記 の外に各種の変形 を考へ らるる も、原生林特有

の林型 と伐採結果 に就て区分すれぱ

1)皆 伐面を有する伐探法(伐 採面上に主林水の残存 なき場合)

2)伐 採面に残存木 を有する伐採法(伐 探面上に主林木の残存する場合)

とに大別 され、其標式的の もの を皆伐的作業 、擇伐 作業 ごな し得 る。而 して各種変形

の作業法は上記の雨法に於て伐採面績 、形駄 、伐採の度合 、伐採木の種類等によつて

過渡的のもの或は変形 の ものを認むることが出來る。

而 して此等の原生林に適用す る各種作業種に於て共通的に認め らるる事實は

1)所 謂不良木の彩多の存在

2)直 径 階及齢階に於て特定階級の多数存在

3)一 齊的構成に よる林木樹冠の不整

の特有 なる状態であつて、原生林施業 を困難 ならしむる原因で ある。

第 三 節 原生林 施 業 と掠奪 作業(Urwaldexploitation)

原生林 の施業、即 ち原生林を施業林に誘導するに際 して其採用する作業種の如何に

關せず、残存林分の著 しい壊滅を來たす こと多 く、擇伐 併に其他の作業 に於て豫定量

の伐採をなす場合、一回帰年後の森林 には計書豫定 の如 く蓄積 を保有せず・多量の浩

失蓄積を生ずることは本地 方のみならず多 数の原生林施業の實 例に明かなる庭であ

る(70)(78)(80)。 而 して原生林は伐採適木の多量なる過熟林分なるために・

常に過伐に階 り易 き傾向にあ り、又伐採 を施 されたる後の残存林木には枯損壊滅する

もの多 く、一旦原生林が施業せ られたる曉には原生林固有の林況 を留めず して・著 し

・く荒慶 した観を呈 し、更新 を企圖することな く、徒に探伐利用 をなすかの如き瓶態に



ある。一般に之 を原生林の掠奪作業 と稻せ らるる庭で ある。,

嚴正の意義 に於ける森林の掠 奪作業は土地或は 森林の生産力 を減退せ しむべ き作

業 の謂で あるが、所謂原生林 の掠奪作業 と構するは原生林を施業林に誘導するに際 し

て、過伐 に陥 り易 き結果 となるこ と、施業せられたる後の原生林の林相が著 しく壊滅

せ らるることを指す ものの如 くである。

元來極盛相にある老齢原生林は既に生長力の最高に達 して、吏 に生長増加の鯨地 な

き状態にある ものである。斯る森林 に於て一時林相の破壊 を生ずることある も、之は

自然に生ずべ き原生林 の過程に して、長 く鬱閉 下にある林内の粗腐植質堆積の十地悪

化 を防止する上に、充分の陽光 を射入せ しむる結果 とな り寧ろ=ヒ地生産力の増加を生

ずるもの と考へらる。同様に老齢原生林 に適當な皆伐 を加へ られたる場合、原生林蓄

積の一時的減少をなすことは必ず しも掠奪作業にあ・らず して、土地生産力の増加、或

は生長量の増加を促すこととなる場合がある・ 即槻 生林施業は過剰集積の総 と

土地生産力の減退せる目前の老齢林 を対照 とするのみで な く、此森林 を施業林 に誘導

して最大の十地生産力 、即 ち最大の生長力 を畿揮せ しむべ き森林状態の造成にある。

所謂原生林の掠奪作業 とは極盛相にある 老齢原生林に何等かの 施業 が加へ られた

る場合、速急に残存林分 の壊滅 を來たす ものであつて、原生林の本質上は極盛相の林

相に一時的退行推移 を生 じ、其生産力 を減退せるかの観あるも、原生林施業 目的 より

考ふる時は、皮相的状態 となすべ きである。

而 して所謂原生林の掠奪作業の状態が極盛相の老齢原生林 に生 じ易 き事由は

1)老 齢原生林 は多量の蓄積 を有 し、特に老齢大径木の階級の蓄積多 きこと。

即 、伐採適木の多 きことが如何 なる作業法に於て も過伐 に陥 らしむるもの な

ること。

2)原 生林の本質上、老齢原生林 に施業の加へらるる限 り其林況保持は困難 なる

こと

即 ち極盛相にある老齢原生林は早晩林相破壊の過程にあるものであつて、掠

奪作業の結果 を招來ずる性向を有するもので ある。'

而 して原生林 を施業林 に誘導する根本的なる重點 は、前記二點 の合理的、合 自然的



の實行にあつて、又1)に 就ては原生林の施業上、森林経理學的考察 を要 し、2)に 就

ては原生林の本質に基 く造林學的考察 を要する もので ある。

故に原生林施業 、即 ち原生林の施業林への誘導は、現在の極盛相たる老齢原生林 を

如何 に、所謂掠奪作業の犠牲少 く施業林に誘導すべ きかにあるとも謂 ひ得る庭である。

本地方の老齢原生林の伐探後の此壊滅状況に就て述 ぶれば次の如 き事例がある。

イ)良 木皆 伐区 域

原生林 の初 期 利用 時代 に於 て 、主林 木 の一定直径(IS-20cml'r以 上)以 上 の 良木 を

皆伐 した る匪域 の實行 結 果 に就て見 れ ば 、伐 探 面積1.867haに 於 て其伐 探材 積 はha

當り200-800石(56-223m3)の 廣 い範囲 に亘 り、原生 林 の林 況 が著 しく不均一 な

る こ とを示 して居 る。此ha當 り伐探 材積 の 内 にて400-500石(111-139m3)の

伐採 区域 は全 伐探 面積 の56%を 占 め、ha當 り伐 探本 数は96-452本 の範囲 内 にて、

150-一一250本 の伐探 本数 を有}る 橿 域 は全 面積 の56%に 當 る。

即 、大 略本伐 探 旺域 はha當 り伐 探材 積400-一 一500石(111-139m3)、 本 数150--

250本 の 良木 伐 探区域 を示 す もので ある(第149表)。

伐探 残存 木 は不 良木 全部 、定 直径以 下 の 良木 、 副木 併 に前生樹 で あ る。其伐探 後9

年 を経過 したる蓄積 はha當 り略 々130m3、 伐 探 後12年 縄 過後 に は80m3に 減 少

し・伐探當 時 の定 直径 以 上 のみ に就 ては9年 後96m3、12年 後31m3に 過 ぎぬ蓄積

の もの とな る(第150表)。'

即 ち伐探後 の年数経過 と共に虫害 、乾燥害 、風害等の枯損木を生 じて其蓄積を減

じ、殆んど上木の皆伐 と等 しき林況を呈するもの となる。
' .1

即原生林の蓄積500m3の ものに約1/4の 伐探 を施 し、其伐探後9年 目の残存蓄積



96m3とkり 、平均一 ケ年間に31m3(残 存蓄積の8.2%)を 消失 し、 又最近の伐探

9年 後一12年 後の4ケ 年間には96m3よ り31m3と なり、65m3の 清失 をな し一年

間16.3m3(残 存蓄積の16、9%)を 減 じ、12年 後の現況蓄積は最初の原蓄積に対し

6.2%に 減少 した。且残存木は小径級の林木の本数及材積を以て大部分を占むる林況

となる。

又定直径以下(18-20cm以 下、8cm以 上)の 本数 、材積を加算する時は伐探後、

'9年 目440本 、材積130m3、12年 目には本数530本 、材積80m3と なるが、之は

從來の定直径 以下の小脛級併に前生樹級 を加算 した結果で あつて、残存木 は前者の揚

合 より更に小樫木を主要部分 とするに到る。

玄玄に注 目すべ きは

・1)老 齢原生林 に於ける主林木エ ゾマツ・ トドマノツ の混淆 材積は概 して エ ゾマ

ツ85%、トドマツ15%(第2表 、第4表)で あるが、伐採利用後は中小脛

木 を主 として、壮齢樹 の混溝 を増加するために トドマツの混淆 歩合多 き森林 と

な り、或はエ ゾマツ多 き森林 となる。

例へば前例

31林 班伐探跡エゾマツ70%ド ドマツ30%

38林 班 〃 〃44%56%

(本 数%)(第150表)

2)原 生林には伐探前か ら既に多数 の不良木を混するものであるが、前例の皆伐

匿にては良木75%、 不良木25%(蓄 積の20-r30%)と なるため、此75%

の良木中、定直穫以上(18-20cm以 上)伐 探す るも25%の 不良木 は猶残存

することとな り、此等は終 には殆 ど此大部分が枯死するものである。

ロ)擢 伐作業区域

擇伐区域、即ち不 良木及大径木 を主 として擇伐 したる区域 に就ては、擇伐 後に鬱閉

せる主要樹冠暦の急激疎開に よつて、乾燥害及虫害、風倒の枯損 を生ずるものが多い。

鐸 伐度合を異に した原生林 の擇伐 跡地に於ての枯損消失量は#て 報告の如 く(32).

擇伐直後の4年 間に原蓄積の10--18%を 消失 し、其枯損清失量は擇伐 の度合 に關



すること少 く、強度の擇伐 に於ては残存木の大径老大 なる もの少 きため、其消失量は

却て減少 した結果を呈 した。結局、老齢原生林 の不良木併に大径老大木の擇伐 に就て

も、其後年 々平均原蓄積の3-5%の 消失 をな して居る。

老齢原生林の虫害(ヤ ツバ キクヒムシ)に よる被害は擢伐後の原生林には最 も急速

に発生 するものであつて、老齢原生林内の調査地32ha内 にて昭和12年 以來の虫害

に よる枯損総材積470m3に 達 し、其被害状態は種 々相違す る庭 あるも、平均ha當 り

毎年3・6m3(13石)・ 即 ち毎年 原蓄積 の約7%の 枯 損木 を生 じつ ゝあ る(第147表 ・

第148表)。 特に原生林内に設置 した伐開線(土 場及林道)の両側 に於 ては被害木

多 く、漸次林内に蔓延 しつゝ ある。

擇伐後の虫害其他の被害木は調査匠55haに 就て、擇伐後3年 問にha當 り蓄積の

3.5%、 風害木2.4%合 計約6.0%(現 蓄積に鍬 し)の 消失量 となる(第153表)。

以上の如 く老齢原生林は其伐探法に よつて多少の差異はあるが、良木の皆伐区 に於

ては淺存不良木の枯損により急速に原蓄積を潰失 し、又不 良木 、大樫木の擇伐 区に於

て も擇伐 後の原蓄積 を清失すること多 く、其施業法の如何 に拘 らず老齢原生林 を伐探

利用するに於ては、加速度的に原生林型の倒壊 を免れ得ず、掠奪作業の結果 を呈する

こと多 きものである。

第 四 節 原生林の施業に關する要點

本地方に於ける原生林の施業に就ては、先づ以て老齢原生林の施業林への誘導にあ

つて、之 は原生林の性歌 と本質 とを考慮 して、現在の老齢原生林 に対し て最 も犠牲少

く、且生長量を増加せ しむべ き方法を講 じ、將來施業林 としての経営 を確實 なら.しむ

るにある。

二 然 して原生林の施業林へ誘導の實際に於て、特に次の如 き事項に留意すべ きであゐム

ィ)不 良木 一

老齢原生林に於ける不良木は前述の如 く其数量多 きも、其存在 は次の如 き事由か ら

原生林 には特有の もので ある♂

!)原 生林の 自然更新の過程上當然生ずべ きものなるこ と



!!)原 生林木 の過熟高齢 なること

!!!)老 齢原生林の生長蝕力なき過剰蓄積の集積 によること

即原生林の更新が小面積 に或 は大面積 に行ほるる場合 に於て も、密生する前生樹或

は新に生立の更新稚樹 には 上木或は隣接木によつて、又は自然の 各種被害に よつで

(例 へば霜害)損 傷 を受 くること多 く、此等の損傷木 は將來不 良木 となる原因 をな

す ものである。

又老齢原生林の鬱閉 林に特に不 良木(所 謂 キノコ)を 多数生す ることは、鬱閉林内の

通風不良、光線量の不足にあつて、老齢林木の腐朽状態は腐朽菌の子實体 が、林木樹

高の或 高さ以下に限つて多 く生 じ(31)、 高齢且過度の㊧閉林 に磯生多 きものである。

之等の點 よ り原生林に於ける不 良木の成因は、其更新上、當然生 ずべ ぎものである

と共に、又原生林の過密なる鶴閉状態 を長 く保持す るに在ること明かである。

不良木 は原生林の過剰蓄積の集樹 こより生ずる もの とも考 へ られ、原生林中で も疎

立の林分、潤葉樹 と混生する疎開の林分 、壮齢 林等 に不良木少 き事は多 く實見せ らる

る庭である。

而 して原生林に不良木 が多量に存立 し、各種の施業に就て も支障を生 ずるため、原

生林 の施業に於ては林木を健全木(良 木)と 不健全木(不 良木)と に区分 して取扱

ふ ことを有利 となす との意見をも生ずるに到つた。

即 ち施業上の対照 は良木に就てのみ將來の林分構成、生長關係、擇伐 の度合を考慮

し、不 良木 に就ては軍に林地併に稚樹群の保護樹 とする外 は過剰蓄積 として取扱ふべ

しとなす ものである。

此場合、残存の不良木が前生樹、其他新に生立の稚苗に樹 し保護樹 として良影響 を

與へることは、原生林 の良木皆伐区の成績により明かである。然 れ共

1)原 生林に多量に存す る不良木の集約的利用

2)原 生林内の不良木 も比較的良好 な樹冠を有 し、猶生長力 を保持する.ものなる

こと

3)良 木 と錐 も樹冠 、樹型の構 成は却て不良木に劣b、 疎開後に於ては必ず しも

"不 良木 より優勢 なる状態を示 さざる
こと



等の原生林の特異な構成状態に鑑みて、此区分 による林木 の取扱は顯著 な得點 を認め

難 きものである。又不良木が必ず しも枯損木 となる過程にあらさることより、原生林

に於 ける不良木 は原 生状態の林拾内 にては良木 と著 しき環境的差異 を認 め難 きもの

・に して 、此両者 の区分の意義は原生林施業に於ては比較的少 きものである。

唯將來誘導すべ き森林 に於ては不良木を生ぜ しめざる様 、過老なる林齢迄存置せぬ

こと、併に著 しい鬱閉 林 とせざることに注意を佛ふべ きもので ある。

ロ)前 生樹

原生林に多数の前生樹 を存立するは注 目すべ き事項であつて、將來原生林が施業林

に誘導せ られたる曉には、前生樹は其生立勘 きものとな り此等に就ての關心を要 せざ

ることとなる。而 して老齢原生林 を施業林に誘導する當面の問題 としては、差當つて

前生樹 を上木の被壓 より疎開 して前生樹撫 育による急速生 長を實現せ しむるにある。

換言すれば原生林 の施業林への誘導は前生樹撫育施業 とも構 し得る ものである。

然 し乍 ら前生樹 は 其生立状態 によつて 其取扱上の差異 を生 ずる もの多 きものなれ

ば ・次の諸點 は注意を要す る・

'1)原 生林 に於ける 前生樹の生立状態 は 上木疎開の程度に 比例す る と見 らるる

ものであるか ら、此前生樹群を基準 として取扱上の単位 となすことは更新上必

要 なる ものである。

作業種の何れの場合で も前生樹 は上木伐探の糠點 となるものである。
、

2)前 生樹の急速生長を促すためには必ず上方疎開を要 し、且側方或は周邊の保

護ある場合に最 も其生長は良好である。.,'

・3)前 生樹 は其生立状態 と其大 さによつて
、大略上木疎開の程度を判断せ らるる

ものであるから、此状態 に よつて上木疎開度を定むべ きである。

鬱閉甚た しき老齢林下の前生樹 、又は著 しく高齢、大型の前生樹 は急激の疎

開に対し て枯死する もの多 く、撫育更新上は將來 の生長を期待せ られざるもの

で ある。

4)上 方疎開の更新面 に生立する前生樹群の密生する ものは、適當の疎開 と撫育

間伐 とをなすことが必要で ある。'



此場合単木的 の 疎開 よりも相當 集園を単位 とする樹群に よつて撫育す るを

適當 となす。

5)將 來原生林が施業林 として経営 せ らるるに於ては更新は 前生樹に期待せず、

上木の伐探疎開と共 に更新稚樹を生ずる如 き、伐探即 ち更新 となることを期す

べ きである。

ハ)土 地状態

原生林の施業林 と異る織は原生林内に著 しい粗腐植質層の堆 積することである。

特に本地方の如 き北部寒冷地方に於ては、有機質の分解遅 く林内に腐朽質 の堆積 を生

ずることは顯著であつて、此欺態は稚樹の発生 を困難に し、土地の理學的、或は化學

的性質の悪化 を惹起する もので ある。

此等の粘を考慮 して施業上次の如 き事項 に注意すべ きである。

1)林 内に堆積する粗腐植質の腐朽分解作用の促進を計るため、充分 の陽光の射

、 入 と土壌露出に よる稚苗の発生 を促す手段 を必要 とする。 從つて原生林の施

業上、林 内堆積 の粗腐植質暦 を掩齪 して、土壌 を露出する如 き作業 、例へば伐

探木の運搬 、搬 出等 によつて林地の掻起 し状態を生ずる夏 山作業の如 きは、寧

ろ更新上良好なる土地状態を生ぜ しむる ものである。

2)何 れの作業法 による場合にも、稚苗発生 を促す土地掻起 しの人工補助手段は

必要で ある。

3)ク ロウスゴ、 スノキ等の灌木生立の灘地化区域 は地形上 、地下水位の上昇、

粗腐植質 の堆積に よる地力の後退原因を認めらるる ものであるから、土地の乾

燥 を促す改良手段を講ずべ きものである。、

昌)日 陰状態

原生林 を構成するエ ゾマツ、トドマツは強 き耐陰性樹であつて、前生樹時代は特に

日陰に耐え、其生立状態 と生長状 況より見て就中 トドマツは稚 苗時代、全光線下に畿

生すること稀であるか ら、此等雨樹種の更新上は常に相當の 日陰を與ふることが必要

で ある。

然 し原生林併伐探跡地に於ける前生樹、又は更新稚苗の生育状態は上木の鶴閉下に`



ては良好なる生長を示 さず 、必ず上方疎開 し且或程度の 日陰を受 くる場合、即 ち側方

の保護ある場合に最 も良好なる生育をなす ものであつて、此實例は上記各種の調査に

明かに認めらるる虚である。 ・

依て此等の樹種に対し ては 上方疎開を保持 しつゝ 日陰を與へる如 く、原生林の伐

探並に林分構成の状態 を考慮すべ きものである。

稚苗の良好なる生立には少 くとも一H中 の1/2-1・3程 度の 日陰を生ずることを條

件 とする如 くである。

ホ)林 線關係

原生林の施業 、殊 に伐探に際 して條状林線 を残存せ しむることは其方位の如何に關

せず、林縁林木に急激の疎開影響 を及ぼ し、乾燥害、特 に皮焼け(多 くは トドマツ)、

梢枯損木を生 じ、虫害(ヤ ツバ キクヒ,ムシ)を 受け易 き状態 とな り、直接風衡樹帯を

生 じて風倒木 を生ずることが多 い。 條歌林縁 に於 ける此等の被害の顯著なるは既に

述べたる如 く、其實例は原生林の各所に認むる所である。

潤葉樹 と針葉樹幣 と接 する林縁木は強肚 な樹冠 と根系 を形成 し、外園被害 に対する

抵抗力は割合 に強肚の ものが多い。

老齢原生林の成立 が小面積或は集團的の林分状態混溝 の構成に よる場合 には、此等

構成群 を以て林縁 とす るこ とは最 も良好な ものである。

へ)混 溝樹種の樹性

混淆樹種エ ゾマツ{ト ドマツの樹性 も亦施業上注意を要する黙が多い。

トドマツの幼時に於ての光線要求度の変化 と、壮齢樹 に於ける光線要求度の増大する

點とは壮齢 時の一齊林型を構成する事 とな り、又エ ゾマツが トドマツに比 して高齢 に

達 し且大径木 とな り得 る黙 も林分構成上、其取援 を異 にすべ きものであつて、此等樹

性 より將來施業林 としては トドマツは一齊的林分を、エゾマツは擇伐 的林分を目的 と

して施業すべ きである。

エ ゾマツと トドマツの混淆 状態 も雨樹 の樹 性 を考慮 して、単木的 或は群状の混溝

林分の構成 を計るを有利 とする。'

又前生樹、或は壮齢 樹時代の撫育手 入に關 して も其樹性に よつて伐探木、残存米を



決すべ きこと等注意すべ きものが多 い。

卜)風 害 、虫害

エ ゾマ ツ、トドマツの老齢林木の淺根性 なること(ト ドマツはエ ゾマツに比 して幾

分 、深根性で殊 に稚樹時代は其傾 向が著 しきも、主林木 となり地下水高 き本地方の原

生林に於ては、両者 殆 ど差異 なく一般に淺根性 となる もの と考へ らる ゝ)、一齊的構

成替木の疎開残存木は各種被害に対する 抵抗力少 きこと等によつて、擇伐の如 く上木

の疎開をなす時は其残存林木 ぼ著 しく風害に対する 抵抗力少 なきものである。 又此

上木疎開の状態 は残存木の乾燥害 、虫害(ヤ ツバキク ヒムシ)の発生 を誘登するもの

が多い。從つて老齢原生林 を施業林 に誘導するに就ては、此等の被害 を低減せ しむる

伐探法に留意すべ きで ある。

1)老 齢原生林を擇伐 によつて上木 を疎開する時は、其擇伐 度合に拘 らず風倒木

を多数 に生ずることは、原生林 に於 ける擇伐 作業の鉄點 とする威である。

條状伐探の林線に於ては虫害を発生 するのみ奉 らず・直接の風衝樹幣 となつ

て多数 の風倒木 を生ずる ものあり、從つて風害に対する 抵抗力多 しとせ らるる

作業(襖 状作業)(66)(88)も 條状林縁 、孤立林木の部分には此種の被害は免

れ難 きもので ある。

2)エ ゾマ ツ、トドマツの如 く樹性 として風害抵抗力少 き樹種 は成べ く疎立、孤

立の状態を避 けて集團的林木、即 ち林分を以て抵抗に対する単位 とすることを

'適 當 と認 めらるる(32)
。

特に原生林の成 立状態が小面積林分 状の集團か らなる場合 には、此等の集

團を単位 として施業すべ きである。'

3)風 害併に虫害 に樹 して老齢原生林が抵抗力の極 めて少 きことば、樹齢の著 し

く高齢 なことに基 くものであるから、施業林 としては林齢 を低下せ しめて、少

くも現在壮齢 樹程度 となすことが必要である。

チ)生 長量 、

老齢原生林は其生長量極めて低下 し、生長量 と枯損量 とは常に相償はず、寧 ろ総蓄

積は減少 しつ ゝあるもの となし得 る。



且原生林 を施業林に誘導する爲の伐採 に際 して、所謂掠奪作業の傾 向を呈す るこ と

は原生林の本質上 、當然生ずるもゐであるか ら、此消失蓄積の犠特 を成べ く少 くして

蓄積j曾加 を計るべ きで、此爲には最大生長量の林分構成状態 となすべ き様、留意を要

する。

1)生 長量最多の林分 は総生長量に於て も、生長率に於て も、壮齢林の構成を以

て此等要求 を充足する もので あるから、森林 を此程度の構成状態、並に平均樹

齢 に低下せ しむることである。

2)林 分の構成上 トドマツは生理的樹齢 もエゾマツより 低 く、且一齊的傾 向の生

長をなす もので あるか ら壮齢 一齊林 とな し、エ ゾマツは稽高齢の平均樹齢 とし

て擇伐 的構成林分 と壕 し、老齢大径木 の増殖 を計るを有利 とする。

3)老 齢原生林に擇伐 を行ふ場合が必 ず しも原生林の生長増加を示 さず、皆伐 も

亦原生林の生長」曾加の手段 となる ものであつて、原生林の構成状態 と更新過程

を考慮 して伐探 を行ふべ きで ある。

4)前 生樹 ・並に壮齢 林の過密なる場合は適當の撫育を施 し本数を減少 して・林

木相互の競合 による生長力阻害 を除 き生長量の増加を計ること。

第 五 節 施業林への誘導目標

イ)林 分構成

原生林を施業林 に誘導するための目標 とする必要なる條件 は、最 も更新の確實 なる

こと、生長量の多量なること、外界危害に対し て安全度大 なることにある。而 して此

等要件 を具備する 林分構成状態は、原生林の本質 と其構成 状況併に更新状態に鑑み

て、次の諸匙に留意すべ きこととなる。

1)上 方疎開の全伐的構成 なること。

2)構 成樹種の樹性上か ら幼肚時適當の 日陰を與へ らるること。

3)樹 性上又は生長増加の上から一齊的林分 とし(特 に トドマツ)、 特殊の場合

は擇伐 的構成(特 にエゾマツ)と なす こと。 此場合 も樹群を最小限度の施業

単位となすこと。



4)樹 齢を低下せ しむること。 ,

・一齊的構成 に於ては輪伐期150年 程度 とし、擇伐 的構成 による特殊の場合

は200年 程度 となす こと。

即 ち斯の如 き要求に よつて構成せ らるる林分は、一齊的小面積の群状混淆 林 として、

全伐林的作業及特殊の場合に擇伐 作業に よるべ きものである。

小面積の群状混溝は0.1-O.5haを単位 として、林況 と地況とによつて現況に懸ぜ

しむる。'

標準 としてha當 り成立せ しむべ き主林木(直 径8cm以 上)本 数平均550本 、

脛級 に慮ずる平均年齢 を小径木50年 、中径木100年 、大径木150年 と し、原生林

の生長状況(疎 開後の生長)(第66表 、第76表)、 其他から生育せ しむべ き林木の

単木材積、ha當り 材積、生長率 、材積生長量を次の如 く定め得 る。

即 ち期待すべ きha當り 蓄積400rp3を 標準 とし、中小裡木は其生長率3.5%、 大

径木2.3%、 平均2.9%の 材積生長量(11.69m3)を 此等小面積混情の林分より 生産

し得 ることとなる。

口)作 業種

1)皆 伐作業'

輪伐期150年 とする小面積皆伐作業 とす。L

皆伐面は0.1-0.5haを 限度 として、地形 と林況、特に林型 と前生樹の生立状態等

によつて樹高の2倍 程度を最大の伐探面の幅員 とす。



老齢原生林 に於ける第一ー・次林型整 理の伐探法 として、皆伐法は 前生樹の生立状態

と林型 とによつ て定む。即 ち

a)樹 冠層の疎開多 き林 分或は壮齢 樹 を混淆 する林分、又は壮齢 林に して老齢大径

木 を點在する林分には、大中径木の不 良木全部 、老齢木及大中径木の良木全部を

伐探す。

其蓄積 の50-60%を 限度 として伐探材積 を定むる。

b)老 齢一齊型林で前生樹 の少い林分は不良木の大中穫木全部、大 中裡木の良木に

就て其蓄積の1/3程 度を伐探 し成べ く急激の伐探疎開 を避 くること。

c)中 径木の一齊林或 は壮齢 罧では大径木 の良木 、不良木全部併に中径木 の不良木

全部及良木の一蔀 を伐探す。

d)何 れの林型の場合 に於て も小径木 の伐探 を見合 はす もの とす。

e)林 型整理後は輪伐期150年 に よつて、伐探量はha當 り100--150m3を 期待 し

得る ものとなる。

2)擇伐 作業

山岳急斜地 、或はエゾマ ツを主 とする特殊用材 の生産 、保安的存置区等のためには

擇伐作業を有利 とする。

擇伐法は前生樹 の生立状況に應じ て上木 を疎開 し、不良木 、老齢大径木 を蓄積の1/3

程度伐探 し、樹群を施業上の単位 とする。

ハ)施 業企劃

1)生 長量

全伐的作業 に於ける生長量 の確保 は収穫保続 の問題 と共 に最 も重要で ある。 而 し

て生長量を増加せ しむるにほ

a)混淆 樹種の樹性 に鷹ずる生 長力の最大 を登揮せ しむること

b)過 剰蓄積の整理 による生長量 の増大 を計ること

c)更 新樹 の撫育手入に よる生長量の増加を計 ること

.d)人 工補植及更新樹の発生 を促進する手段を講ずること

にあつて、特 に原生林 を施業林に誘導する第一次的取扱 ひには、前生樹 の撫育手入は.



最 も生長量の増加上關係大なるもので ある。

原生林 の伐探残存木 として 生長を期待 せ らるる ものは壮齢 林木以外 は極めて僅少

で あつて、原生林 の本質上残存する老齢木は枯損消失する量多 く、却 て蓄積 の減退 を

來すことは上述 した庭である。

本法による林型整理後の小面積混溝 の林分にて期待せ らるる生長量ha當 り約12

m3、 平均生長率2.9%と なるこ と上掲の如 くである。

2)収穫保続

全伐的作業 に於ては多 くの場合は収穫i保続 の問題 に就て種 々論難 を生ずること多

い。且原生林の本質上、保続性に乏 しきことは施業林への誘導について注意すべ き事

項である。

而 して老齢原生林 は 已に過剰蓄積 を有 する點 に於て特殊 なる状態にある ものなれ

ば・將來造成せ らるる森林の構成状態にあつては林齢の低下を計 り、最多の生産力 を

保持 して 、然 も林齢 に相慮する最大蓄積 を有せ しむることにある。 上述の如 く少 く

ともha當 り400m3程 度の蓄積 をPJて 其 目標 とする時は、境在原生林の最大 なる蓄

積500-600m3の ものは、共蓄積の約25-50%を 減少せ しむることを要する。

又原生林の林木生育状態は不均一に して地力の利用の瓢 より、其全区域に亘る最大

生 産力を充分利用せ られざる状態 に多る。之は天然林 の特色であるか ら、更 に人工補

植 の増産手段 を講 じて蓄積増加を計る要 がある。 .

而 して小面積群状混淆 に於ける蓄積 を400m3と な し、且上述 の生長量を豫定する

時は現在原生林の略1/2の 蓄積 を有する森林 を以 て収穫保続 を期 し得ることとなる

((ホ)實 例及第154表)。

原生林の施業林への誘導の第一次的取扱 に於て原蓄積の50-一一60%の 伐探量は(第

五節(ロ))・ 將來施業林 として必要 なる林型の造成のため林齢の低下、蓄積の低減 を

行ふ必要上 より過大の伐探量でな く、生産力増加上 、寧 ろ必要 なる伐探量で ある。

呂)施 業上の注意事項

老齢原生林 を以上の如 き施業 目標に誘導 するために注意すべ き事項は次の如 くで

ある。



1)森 林の匠劃は各種林型 を包含す る施業単位 となす こと。即 ちBlockeinteilung

となすを適當 とす。

各種林型 を包含する匠域を単位 と して更に、(イ)地 形線 による区域、(ロ)運搬 系

統 による区域に区分 し、此区域内にて林型区分を成べ く細部に区劃 し、灘地帯(ヤ マ

ドリぜ ンマイ、ク ロウス ゴ生立地)、壮齢 林 、老齢づ齊林の顯著 な林型 を区分 し、其

他 は上木疎開度合によつて、或は前生樹 の大 さに よる区分をなす。

斯る嘔分 に從ふ時は老齢原生林 も比較的小面積 の地域に分たれ・ 最大5ha・ 母小

0.5ha程 度に細分せ らるる ものである(第20圖 、第21圖 、.第22圖)。

此区域 を単位 として林型の整理、収穫の豫定を行ふを適當 となす。

2)前 生樹 の撫育利用 を計 ること

現在生立の前生樹 を成べ く有効に利用す るには、鬱閉林の大面積の疎開を避けて側

方保護 、或 は上方保護の下に林分状の混溝 を計るべきである。

原生林の林型整理後、造成せ らるる第一次森林 には前生樹は其数 を著 しく減少する

こととなるか ら、此保護撫育には特に留意 し、又前生樹の発生状態 によつて上木の伐

探に注意 し、密生 する前生樹の撫育手入は生長増加の點 より特 に欲 ぐべか らざる事項

で ある。 ・

而 して密生 前生樹は トドマツを主 とし、或はエ ゾマツを主 とする優勢樹種の状態 に

よつて適宜の残 存を計ること。残存すべ き本数、生立状態 も林況に鷹 じて可成集團的

構成 とな し単木的 育成は之 を避 くること。

3)人 工補植併に土地掻起 し等に よる更新苗の育成をなすこ と

天然更新に よる更新樹 は 不均一 な る生立に して、特 に原生林の 前生樹 は其生立が

常 に不均一 なれば、地力の完全な利用 と生産力増加のため、稚樹の生立せざる地域に

更新苗獲生手段 として地表 を掻起 し、或 は人工補植を行ふこと。

4)小 面積 の混溝林分配 置は風害に対する 抵抗力 を常に考慮すること。 ・

暴風方向に対する 段階状の林分配置を考へ、老齢林分の孤立及鬱閉 せる一齊 林 内の

伐探面を避 くること。

5)林 地の更新 上、夏 山作業による林内運搬 、其他の操作に よる土地掻起 しの誘因



となる ものは寧 ろ奨勘すべ きである。

ホ)實 例

老齢原生林の現在林型に伐探 を加へて之を変形 し、施業 目標の林型に接近せ しむる

實行上の注意すべ き事項は次の如 くである。

1)伐 探木の選定

A)原 則

a)何 れの林型に於て も不良木は全部伐探すべ し。

b)大 径 、老齢木 は次の特別な場合以外は全部伐採。

!)特 別の保存

!!)前 生樹な き区域

c)中 径木は伐探 し、或 は残存す

將來の林型上、或は次項の主林木相互關係によつ

て伐探 し、或は残存す。

d)小 樫木 は残存すること

主林木相互關係か ら伐探 をなす ことあ り。

B)主 林木 相互關係(別 圖)

a)併 立木 にて片面の枝條 を着生す るものは軍木 とし

て残存 、伐探せぬこと。

b)併 立する被圧 木 は上木の伐探 と同時に伐探すること。

c)過 密生立の林木は軍木を伐探せず集團取扱 とす。

d)樹 幹 、樹冠の整正に して畦盛 なる ものは残存することに勉むる。

e)エゾマツ と トドマツとが其條件の維て同rな る場合には 至ドマツを伐探す。

C)主 林木 と前生樹關係(別 圖)

a)前 生樹 が全林一様に生立する時は相當に疎開せ られた森林である。

伐探木の選定はA)原 則に よる。

b)前 生樹が全林に亘り 少 しも生立せぬ庭は多 く鬱閉 した一齊林である。

不良木 、大径老齢木以外 の伐探を見合はす。



c)前 生樹 が集團的に生立 し、或は全 く生立せざ

る庭 ある塵域は一齊林の部分的疎開によるもの

である。

前生樹生立区域に就てA)原 則、 其他はB)

主林木 相互關係によつて伐探す。

II)林 型の整理

a)風 倒木区域、虫害枯損区域は之を中心 として

周邊 に籏大 し一更新面 とす る。

b)前 生樹が集團生立 して樹高5m以 上の ものの

鳩存す
る歴域は之を糠點 として一更新面 とする。

c)壮齢 一齊林 は一團 として更新面 とし、

d)一 齊林で前生樹の全然生立せず、林床が蘇苔

暦 を以て掩はるる区域は大面積(-2ha以 上)と

ならぬ限b伐 探面を作 らず、A)原 則に よる軍

木的伐探による。

e)疎 開林で前生樹 が全林二様に生立する区域が

小面積 の場合はA)原 則による軍木伐探 とし、

大面積に亘る時は地況及周團林況に應じ て伐探

面を作る。'ノ

III)集 園匪劃による林型整理伐探實例

老齢原生林(82林 班)に 於ける伐探豫定及構成すべ

き林型 に就ての實例次の如 くなる(第154表 、第i55表

第20圖)

1)区 域面積 一70.96ha

2)総 材 積34,122m3

3)伐 探材積19,483m3

4)残 存材 積 ・14,639m3



5)伐 探 率57.1%

6)各 林 型 に よる伐 探=材積 、残 存材積(第154表)

7)伐 探残存 木 の生 長量ha當 り1.85-5.43mヨ

8)同 上生長率O'.5-2.9%

9)伐 採30年 後 の豫定 蓄積 量ha當り287-365m3

〃40年 後 の 〃-ll316--515m3

第 五 章 結 論

樺太北部地方に於 けるエゾマ ツ、トドマツ原生林の性状 に關する調査 より原生林の

本質を考究 し、施業の實際に徴 して次の如 く結論せ らる。

1)エ ゾマツ、トドマツ 原生林の林分構成は、其生立本数 と蓄積 との關係に於て多種、

多様である(ha當り 本数326-1,014本 、蓄積202-563m3)。 之を其直径 、本数

配分状態か ら其林型 を区分すれば擇伐 林型、一齊林型或は此両者 の中間相を呈する。

而 して材積に於ては多 くの場合大中裡木が全蓄積の79-87%を 占め、直径 、本数

配分 は各種林型に就て 原生林 に意義少 き被圧i副木 の存在 に よつて擇伐 的配置をな

す ことが多い♂

斯の如 く原生林に於て生立本数 と蓄積 とに廣 き範囲 ある ものは、一齊的老齢原生

林の疎開程度 の差異に よるもの と認められ、外観上 も上層主林木 と其被壓 下暦林禾

に分たれ 、上暦主林木 は主要樹冠暦 を構成 して著 しく原生林の一齊的特色を呈 して

居 る。 此等の事情は特に上木の急激疎開によつて成林 したる壮齢 林の一齊的林分

に顯著である。 、'

2)老 齢原生林の樹種エゾマツ 、トドマツ の混淆 は主林木本数 に於てエ ゾマツ53-

91%、5ド マツ9-一一46%、材積に於てはエゾマツ70--97%、 トドマツ3-30%で

ある。又一齊的老齢林には トドマツの混溝%少 く、上木疎開の擇伐 的老齢林には

トドマツの混溝%が 多い。

特 に壮齢 林 に於ては此歩合、エ ゾマツ42-65%、 トドマツ35--58%となり 、即

ち トドマツを主 と し、又はエ ゾマツを主 とする林分 となる。


